
宝
亀
園
教
育
委
員
会
に
寄
付

川
口
市
峯
の
有
限
会

社
宝
亀
園（

代
表＝

小

野
寺
勉
さ
ん）

は
、
教
育

委
員
会
に
10
万
円
を
寄

付
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
、
教

育
委
員
会
か
ら
稲
垣
雅

世
総
務
課
長
が
訪
れ
、
宝

亀
園
庭
に
て
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
た
。

「

あ
な
た
は
平
素
か

ら
教
育
に
深
い
ご
理
解

を
寄
せ
ら
れ
本
市
の
た

め
に
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
は
ま
こ

と
に
感
謝
に
た
え
な
い

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

こ
こ
に
深
く
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す」

と
。

「

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

･ 朝日新聞  サービスアンカー川口東部

･ 朝日新聞  サービスアンカー川口中央

･ 毎日新聞  川口新郷専売所

･ 読売新聞  東川口サービスセンター

･ 読売新聞  YC草加駅西口店

･ 読売新聞  鳩ヶ谷サービスセンター

･ 産経新聞  川口新郷専売所

･ 産経新聞  草加中央専売所

（1）    ２０２０年（令和２年）５月２０日（水曜日）　 新　 郷　 新　 聞 第２９９号

題字　吉安 玲華

発行所　新郷新聞社
〒334-0063川口市東本郷185-1

電話 048（284）5779

編集長　小堀　勝一

創刊1995年（平成7年）7月
発行部数27,000部　毎月第３水曜日

発 行 協 力

川口市役所第１本庁舎開庁式
寄付２件　ロータリー・宝亀園

40
人
が
参
列
し
た
。

奥
ノ
木
信
夫
市
長
は

「

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
ま

だ
ま
だ
油
断
で
き
な
い

が
、
60
年
ぶ
り
の
新
庁

舎
の
完
成
。
川
口
が
さ

平
成
29
年
12
月
か
ら
、

市
民
会
館
跡
地
に
建
設

を
進
め
て
き
た
、
川
口

市
新
庁
舎
１
期
棟（

第

１
本
庁
舎）

が
完
成
し
、

順
次
移
転
を
行
い
４
月

13
日
か
ら
段
階
的
に
業

務
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

５
月
７
日
、
新
庁
舎

２
階
正
面
入
り
口
前
で

開
庁
式
が
行
わ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
で
、

大
幅
に
列
席
者
を
絞
り
、

正
副
市
長
・
議
長
、
市

議
会
の
各
会
派
代
表
等

と
設
計
・
施
工
者
等
約

左から武井美親社長、柳田力議長、奥ノ木信夫市長、芝﨑正太副議長、藤田衛副社長

５
月
８
日
、
川
口
・

鳩
ケ
谷
武
南
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ（

会
長＝

清

水
勉
さ
ん）

は
、
台
湾
の

ら
に
発
展
す
る
た
め
に

職
員
と
共
に
頑
張
ら
な

く
て
は
い
け
な
い」

と

挨
拶
さ
れ
た
。

新
庁
舎
の
特
徴
は
、

災
害
に
強
く
、
環
境
に

や
さ
し
い
、
誰
も
が
利

用
し
や
す
い
庁
舎
で
、

住
民
票
や
戸
籍
な
ど
多

く
の
人
が
利
用
す
る
窓

口
は
２
～
４
階
に
集
ま

っ
て
い
る
。

旧
庁
舎
は
、
今
夏
ご

ろ
よ
り
解
体
工
事
を
始

め
、
仮
設
平
面
駐
車
場

を
整
備
す
る
予
定
。

そ
の
後
、
駐
車
場
棟

を
解
体
し
立
体
駐
車
場
、

２
期
棟
、
１
期
棟
と
２

期
棟
を
結
ぶ
連
絡
通
路

の
建
設
を
進
め
４
年
後

完
成
予
定
。

写
真
右
上
は
宇
田
川

好
秀
市
議（

左）

と
奥

ノ
木
信
夫
市
長
。

右
写
真
は
新
市
長
室

で
喜
び
の
奥
ノ
木
信
夫

市
長
。

姉
妹
ク
ラ
ブ
か
ら
の
１

万
６
千
枚
の
サ
ー
ジ
カ

ル
マ
ス
ク
を
、
川
口
市

に
寄
贈
し
た
。

最
初
は
新
庁
舎
の
奥

ノ
木
信
夫
市
長
室
で
８

千
枚
を
、
次
い
で
教
育

委
員
会
へ
８
千
枚
を
届

け
た
。
　

市
長
は
、「

福
祉
施
設

や
病
院
関
係
者
、
保
育

所
や
学
校
な
ど
に
配
り

ま
す
よ
。
中
核
市
に
な

っ

て
良
か
っ

た
。
感
染

症
対
策
協
力
医
療
機
関

に
補
助
金
制
度
を
創
設

し
、
医
療
体
制
の
整
備

を
さ
ら
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
出
来
る
。
緊
急

経
済
対
策
を
実
施
し
、
皆

さ
ん
の
心
配
や
不
安
を

少
し
で
も
和
ら
げ
る
よ

う
最
善
を
尽
く
し
て
い

き
ま
す
よ
。
感
染
を
防

ぐ
た
め
、
マ
ス
ク
・
距

離

を

置

い

て

・
手

洗

い
・
喚
起
・
外
出
を
控

え
な
ど
し
て
こ
の
難
局

を
乗
り
越
え
ま
し
ょ

う」

と
話
さ
れ
た
。。

マ
ス
ク
寄
付

１
万
６
千
枚

ル
ス
で
大
変
な
時
、
子

ど
も
達
の
た
め
に
役
立

て
て
下
さ
い」

と
小
野

寺
さ
ん
。

飯
塚
孝
行
市
議
も
同

席
さ
れ
た
。

左から飯塚孝行市議、稲垣雅世課長、小野寺勉社長、小野寺孝行会長

左から飯塚孝行市議、奥ノ木信夫市長、清水勉さん、布施明軌さん
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武
南
交
通
安
全
協
会

令
和
２
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ

た」

川
口
市
防
犯
協
会

榛松中に齋藤先生、新郷東小に石川先生、新郷南小に黒澤先生、新郷消防分署長に小林さん、

新郷公民館＆スポーツセンター館長に鈴木さん就任。

町会長は峯町会、新堀町会、東本郷台町会、大東町会が交代されました。（順不同）

榛
松
中
学
校
長
　
齋
藤
　
秀
一
さ
ん

中
島
俊
幸
校
長
に
替
わ
り
、

齋
藤
秀
一
さ
ん（

53）

が
就
任

さ
れ
た
。

抱
負
は「

生
徒
た
ち
の
た
め

に
、
精
一
杯
頑
張
っ

て
ま
い
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

校
舎
が
奇
麗
、
聖
火
台
に
驚

き
、
体
育
祭
の
聖
火
リ
レ
ー
が

楽
し
み
で
す
。
教
員
に
な
っ

た

こ
ろ
榛
中
の
野
球
部
と
の
練
習

試
合
が
あ
り
、
部
活
盛
ん
な
学

校
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
ま

し
た」

と
。

「

早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て

生
徒
た
ち
が
登
校
出
来
、
子
ど

も
達
の
成
長
を
見
た
い
と
思
う

が
？
生
徒
の
い
な
い
学
校
は
寂

し
い
で
す
ね」

と
。

「

教
員
で
あ
る
叔
父
さ
ん
達

に
憧
れ
て
教
職
の
道
を
進
み
ま

し
た
。
皮
切
り
は
朝
霞
中
２
校

～
川
口
芝
中
～
、
安
行
中
～
教

頭
で
里
中
・
西
中
～
教
育
委
員

会
～
榛
松
校
長
に
着
任
い
た
し

ま
し
た」

と
。

座
右
の
銘
は「

教
育
は
人
な

り」
。「

お
酒
は
飲
み
ま
す
が
カ

ラ
オ
ケ
は
苦
手
、
テ
レ
ビ
は
報

道
番
組
で
す
。
趣
味
は
ス
ポ
ー

ツ
で
何
で
も
し
ま
す
。」

新
ス
ポ
・
南
公
民
館
長

鈴
木
　
伸
宣
さ
ん

新
郷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
＆

新
郷
南
公
民
館
長
は
、
加
藤
静

夫
さ
ん
の
後
任
に
、
鈴
木
伸
宜

さ
ん（

62）

が
就
任
さ
れ
た
。

「

健
康
を
保
ち
、
地
域
の
人

達
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
。
新
郷
は

田
畑
が
無
く
な
っ

て
住
宅
が
多

く
な
り
、
工
業
団
地
も
抱
え
て

い
る
が
、
静
か
な
街
で
良
い
と

こ
ろ
で
す
ね」

と
語
ら
れ
る
。

水
泳
の
強
い
川
口
っ
子
、

「

飛

び
込
み」
全
国
大
会
出
場
等
で

ス
ポ
ー
ツ
ば
か
り
に
明
け
暮
れ

た
高
校
・
大
学
時
代
、
教
師
を

目
指
し
て
い
た
が
叶
わ
ず
、
人

の
た
め
に
役
立
つ
市
役
所
へ
。
　

「

40
年
数
々
の
課
を
務
め
た

が
、
議
会
事
務
局
は
行
政
の
役

割
な
ど
が
良
く
分
か
り
、
人
生

の
中
で
一
番
勉
強
に
な
っ

た
と

こ
ろ
。
ま
た
、
町
会
に
関
係
す

る
自
治
振
興
課
は
２
回
務
め
た

が
、
こ
こ
で
は
町
会
員
の
声
を

聴
き
、
地
道
に
活
動
す
る
人
た

ち
の
、
街
づ
く
り
の
大
変
さ
を

感
じ
ま
し
た
ね」

と
。

座
右
の
銘
は「

人
に
や
さ
し

く」

。
酒
は
少
々
。

趣
味
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
花
等

新
郷
消
防
分
署
長

小
林
　
宏
規
さ
ん

庭
の
手
入
れ
・
お
付
き
合
い
の

ゴ
ル
フ
等
。

家
族
は
幸
子
夫
人
と
。

木
曽
呂
在
住
。

川
口
市
南
消
防
署
新

郷
分
署
は
、
冨
澤
良
夫

分
署
長
の
後
任
に
小
林

宏
規
さ
ん（

55）

が
南
消

防
署
を
経
て
新
郷
分
署

長
に
就
任
さ
れ
た
。

「

消
防
歴
37
年
で
分

署
勤
務
は
初
め
て
で
す

が
、
火
災
で
よ
く
来
て

い
ま
し
た
。
新
郷
地
区

の
防
災
の
要
と
し
て
安

全
・
安
心
な
街
づ
く
り

に
努
力
し
ま
す
。
各
町

会
の
皆
さ
ん
が
一
生
懸

命
で
繋
が
り
の
強
い
地

区
と
感
じ
ま
す
。

住
民
の
み
な
さ
ん
が

自
立
の
心
で
災
害
に
備

え
る
た
め
に
、
訓
練
な

ど
し
っ

か
り
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す」

と
語
る
。

熊
谷
市
西
別
府
出
身
、

高
校
時
代
野
球
部
の
仲

間
が
倒
れ
、
救
急
隊
の

行
動
力
に
感
銘
し
、
知

り
合
い
の
勧
め
で
川
口

に
勤
務
で
こ
の
道
一
筋
。

座
右
の
銘
は「

失
敗

は
成
功
の
基」

。

「

タ
バ
コ
・
酒
は
し

ま
せ
ん
。
カ
ラ
オ
ケ
は

松
山
千
春
を
歌
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
は
ニ
ュ

ー
ス
な

ど
。
趣
味
は
映
画
、
主
に

洋
画
鑑
賞
で
す
。」

家
族
は
令
子
夫
人
と

子
ど
も
２
人
。
長
男
は

他
市
で
消
防
士
。

熊
谷
か
ら
片
道
２
時

間
か
け
て
出
勤
さ
れ
て

い
る
。

新
郷
南
小
学
校
長
　
黒
澤
　
誠
さ
ん

久
保
田
真
一
校
長
に
替
わ

り
、
第
17
代
校
長
に
黒
澤
誠
さ

ん（

51）

が
就
任
さ
れ
た
。

「

50
周
年
と
い
う
節
目
の
時

に
校
長
職
を
拝
命
い
た
だ
き
、

喜
び
と
使
命
感
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。
地
域
と
共
に
あ
る
学
校

づ
く
り
、
皆
様
の
ご
期
待
に
応

え
る
よ
う
、
精
一
杯
頑
張
っ

て

ま
い
り
ま
す」

と
抱
負
を
語
ら

れ
る
。宮

城
県
仙
台
市
か
ら
埼
玉

大
学
卒
業
後
教
職
の
道
に
。

ス
タ
ー
ト
は
青
木
中
央
小

～
領
家
小
～
並
木
小
～
川
口
市

教
育
委
員
会
～
埼
玉
県
教
育
委

員
会
～
校
長
で
幸
町
小
に
４
年

間
そ
し
て
新
郷
南
小
へ
。

新
郷
の
印
象
は「

前
任
校

の
風
景
は
マ
ン
シ
ョ

ン
ば
か

り
、
こ
こ
は
空
が
き
れ
い
で
校

舎
の
配
置
や
校
庭
な
ど
学
校
ら

し
い
学
校
で
す」

と
。

座
右
の
銘
は「

頑
張
る＝

根
を
張
る
・
我
を
張
る
・
自
分

の
思
い
を
貫
け
・
強
い
思
い
を

込
め
た
言
葉
で
す」

。

「

お
酒
は
ホ
ッ

ピ
ー
が
好

き
、
カ
ラ
オ
ケ
は
フ
ォ

ー
ク
ソ

ン
グ
、
テ
レ
ビ
は
ス
ポ
ー
ツ
番

新
郷
東
小
学
校
長

石
川
　
庸
子
さ
ん

新
郷
東
小
学
校
は
、
佐
藤
明
美

校
長
に
替
わ
り
石
川
庸
子
さ
ん

（

56）

が
就
任
さ
れ
た
。

「

10
数
年
前
に
在
職
さ
せ
て

頂
き
、
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
し
た
事
等

が
思
い
出
深
い
学
校
で
し
た
が
周

り
の
様
子
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
当
時
の

教
え
子
が
お
母
さ
ん
で
、
学
校
応

援
団
の
中
に
は
担
任
し
た
児
童
の

お
母
さ
ん
等
、
元
の
学
校
に
戻
る

こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
す」

と
。

続
く
中
、
子
ど
も
達
へ
の
予
習
プ

リ
ン
ト
を
作
成
し
１
週
間
ご
と
に

束
ね
て
詰
め
た
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
を
入
れ
た
り
し
て
、
４
８

５
人
の
児
童
宅
の
ポ
ス
ト
に
届
け

ま
し
た
。
ポ
ス
ト
に
は
多
く
の
子

ど
も
達
か
ら『

僕
た
ち
は
元
気
で

東
本
郷
台
町
会
長
に
寺
本
　
正
和
さ
ん

す
。
皆
の
家
に
届
け
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
方

元
気
で
す
か
。
宿
題
頑
張
り
ま

す』

な
ど
の
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
ポ
ス
ト
に
。
さ
す
が
東
っ

こ

と
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た」

と

語
ら
れ
た
。

東
本
郷
台
町
会
は
、
４
期

８
年
町
会
長
を
務
め
た
古
川

鐵
郎
さ
ん
の
後
任
に
、
新
郷

地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
会
長
で
あ
る
、
寺
本

正
和
さ
ん（
69）

が
就
任
さ

れ
た
。

「

町
会
設
立
58
年
に
な
り

ま
す
が
、
30
年
以
上
役
員
と

し
て
体
育
副
部
長
・
総
務
・

広
報
部
長
・
副
町
会
長
等
執

行
部
と
し
て
頑
張
っ

て
き
ま

し
た
。
や
っ

と
町
会
長
が
回

っ

て
き
ま
し
た
よ」

と
笑
顔

で
冗
談
を
言
わ
れ「

フ
ッ

ト

ワ
ー
ク
よ
く
何
事
に
も
前
向

き
で
や
っ

て
い
き
た
い
で

す
。」

と
抱
負
を
語
る
。

今
期
か
ら
体
育
部
を
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ

ン
部
に
替
え
た

り
、「

町
会
行
事
お
助
け
隊」

を
発
足
さ
れ
る
等
、
２
４
０

軒
の
町
会
員
の
要
と
し
て
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

て

い
る
。

出
身
は
千
葉
県
鋸
南
町
。

座
右
の
銘
は「

継
続
は
力

な
り」

。

タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
、
酒

と
カ
ラ
オ
ケ
は
好
き
。

よ
く
見
る
テ
レ
ビ
は「

鶴

瓶
の
家
族
に
乾
杯
・
ス
ポ
ー

ツ
番
組」

。

趣
味
は
ゴ
ル
フ
・
カ
ラ
オ

ケ
。
職
業
は
自
営
。

家
族
は
奥
さ
ん
の
千
春
さ

ん
と
次
女
、
長
女
は
独
立
。
　
　
　

東
本
郷
在
住
。

家
族
は
紀
子
夫
人
と
、
子
ど

も
２
人
。

八
潮
市
在
住
。

組
で
す
ね
。」

趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
観
戦
、
浦

和
レ
ッ
ズ
応
援
27
年
目
。

家
族
は
則
子
夫
人
。

さ
い
た
ま
市
在
住
。

抱
負
は「

教
育
は
未
来
へ
の
先

行
投
資」

。

出
身
は
静
岡
県
で
教
員
ス
タ
ー

ト
、
結
婚
で
埼
玉
県
を
受
け
直

し
、
根
岸
小
か
ら
新
郷
東
小
、
鳩

小
か
ら
県
教
育
委
員
会
な
ど
、
教

頭
で
元
郷
南
小
、
校
長
と
な
り
埼

玉
市
立
田
島
小
、
前
校
の
芝
小
か

ら
新
郷
東
小
へ
。

座
右
の
銘
は「

徳
は
弧
な
ら
ず

必
ず
隣
あ
り（

論
語）」

。

帰
り
際
、「

職
員
が
、
休
校
の



新
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ス
マ
ホ
よ
り
　
横
断
歩
道
の
　
僕
を
見
て

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

長
い
コ
ロ
ナ
と
の
戦

い
が
続
い
て
、
こ
の
生

活
に
慣
れ
た
人
、
う
ん

ざ
り
し
て
る
人
、
色
々

だ
と
思
い
ま
す
。
多
く

の
人
の
意
見
で
は
、
急

に
は
元
の
生
活
に
戻
れ

ず
、
少
し
ず
つ
回
復
し

て
い
く
よ
う
で
す
。

今
ま
で
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
、
猛
威
を
ふ

る
っ

て
も
１
～
２
ヶ

月

も
す
れ
ば
、
寒
さ
と
乾

燥
を
も
た
ら
す
冬
の
終

わ
り
と
共
に
、
終
わ
り

を
つ
げ
て
い
ま
す
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ

は
、
12
月
頃
か
ら
中
国

で
始
ま
り
、
５
月
の
今
、

日
本
で
感
染
拡
大
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
２
月
～
４

こ
れ
ら
の
治
療
薬
と

同
時
に
、
ワ
ク
チ
ン
開

発
を
多
く
の
企
業
が
や

っ

て
い
て
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
目
処
が
つ
け
ば
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス

も
終
息
で
す
。

し
か
し
、
今
で
き
る

こ
と
は
、
自
己
防
衛
努

力
で
す
。
本
来
私
達
の

身
体
に
備
わ
っ

て
い
る

免
疫
を
高
め
て
、
手
洗

い
う
が
い
、
マ
ス
ク
を

し
て
、
ウ
ィ

ル
ス
が
近

づ
い
て
も
感
染
し
な
い
、

た
と
え
し
て
も
軽
く
済

ま
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

も
う
マ
ス
ク
生
活
、
ス

ー
パ
ー
な
ど
の
買
い
物

で
距
離
を
保
つ
こ
と
に

も
、
だ
い
ぶ
慣
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

院
長
　
岩
下
　
一
三

月
と
こ
れ
か
ら
の
季
節

の
違
い
は
、
暖
か
い
こ

と
、
空
気
が
湿
っ
て
い
る

こ
と
、
紫
外
線
が
強
く
な

っ
て
く
る
こ
と
で
す
。

今
ま
で
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
こ
れ
ら
の
環
境

に
弱
く
、
生
き
づ
ら
く
消

え
て
い
た
の
で
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

一
方
、
他
の
ウ
ィ
ル
ス

用
に
開
発
さ
れ
た
ア
ビ

ガ
ン
、
レ
ム
デ
シ
ベ
ル
と

い
う
薬
は
、
効
果
や
副
作

用
に
問
題
あ
り
で
す
が
、

対
コ
ロ
ナ
戦
争
に
は
頼

り
に
な
る
武
器
だ
と
思

い
ま
す
。

「

私
は
今
90
歳
で
老
人

ホ
ー
ム
へ
入
居
し
て
お
り

ま
す
。
現
在
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
た
め
、
外
と

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
さ
れ
、

だ
れ
と
も
会
う
事
が
出
来

ま
せ
ん
。
ヒ
マ
な
の
で

色
々
考
え
て
、
一
寸
書
い

て
み
ま
し
た」

。

そ
の
昔
、
年
代
不
明
コ

ロ
リ
病
が
大
流
行
し
た
。

村
人
は
困
っ
て
傑
伝
寺
の

和
尚
に
相
談
し
た
。
そ
の

行
事（

大
般
若
・
写
真）

が
何
百
年
も
行
わ
れ
、
昭

和
30
年
代
ま
で
続
い
た
。

東
本
郷
の
氷
川
神
社
に
詳

し
く
記
述
し
て
あ
る
。

当
時
、
や
は
り
病
魔
退

散
を
祈
願
し
て
、
赤
井
地

区
に
は
一
升
飯（

メ
シ）

、

江
戸
袋
に
は
獅
子
舞
、
榛

松
に
は
寅
申
講
、
峯
に
は

八
幡
様
を
中
心
に
神
楽
な

ど
、
各
地
で
病
魔
退
散
や

五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
行

事
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、

新
堀
地
区
と
赤
井
地
区
と

蓮
沼
地
区
に
、
観
音
経
の

講
中
が
始
ま
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。

現
在
南
町
会
と
な
っ
て

い
る
高
畑
地
区
は
戸
数
９

軒
で
、
私
の
と
こ
ろ
は
本

蓮
町
会
周
事
支
部
で
18

軒
、
蓮
沼
が
12
軒
だ
っ
た

の
を
覚
え
て
い
る
。

新
郷
小
学
校
も
現
在
の

新
郷
保
育
園
の
所
に
約

百
年
有
り
、
そ
の
後
現
在

の
上
宿
の
所
に
新
築
。

人
口
の
増
加
に
よ
り
新

郷
東
小
そ
し
て
新
郷
南
小

と
増
校
し
東
本
郷
小
が
出

来
て
40
周
年
に
な
っ
た
。

中
学
校
も
東
中
学
校
と
榛

松
中
学
校
と
２
校
に
。

現
在
、
新
郷
地
区
の
人

口
は
、
３
万
９
千
人
を
越

え
た
と
聞
い
て
い
る
。

長
い
年
月
、
紆
余
曲
折

は
有
り
ま
し
た
が
、
や
は

り
住
民
み
ん
な
協
力
し
な

け
れ
ば
地
域
は
よ
く
な
り

ま
せ
ん
。
私
の
住
ん
で
い

る
所
が
区
画
整
理
に
20
年

か
か
り
ま
し
た
。

審
議
委
員
を
や
っ

て
い

た
時
、
蓮
沼
公
園
と
町
会

会
館
を
セ
ッ
ト
に
し
よ
う

と
話
を
出
し
た
時
、
委
員

か
ら「

土
地
は
誰
が
出
す

の
だ」

と
笑
わ
れ
た
の
が

記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
　

し
か
し
、
自
分
の
信
念

で
押
し
切
っ
て
実
行
し
て

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
最
終
的
に
は
全
委
員

さ
ん
が
賛
成
し
て
下
さ
り

感
謝
し
て
居
り
ま
す
。

折
し
も
現
在
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
依
然
と
し
て
猛
威

を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。
皆

で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
鎮
静

必
ず
出
来
ま
す
。

昔
の
人
も
色
々
苦
労
し

て
悪
病
退
治
に
努
力
し
た

の
で
す
。
不
要
不
急
の
外

出
を
控
え
、
出
来
る
事
何

で
も
や
っ
て
病
魔
を
抑
え

込
み
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
新
郷
地
区
が
よ

り
一
層
発
展
す
る
事
を
祈

念
致
し
ま
す
。

川
口
市
東
本
郷

山
﨑
　
基
宏

峯
町
会
長
に
清
水
　
健
二
さ
ん

峯
町
会
長
は
２
期
４

年
務
め
た
山
田
𣳾
一
さ

ん
の
後
任
に
、
会
計
部

長
・
総
務
局
長
と
執
行

部
を
２
期
務
め
た
、
清

水
健
二
さ
ん（

66）

が
就

任
さ
れ
た
。

抱
負
は「

住
み
や
す

い
町
会
を
目
指
し
ま
す
。

そ
し
て
班
長
を
含
め
リ

ス
ク
が
無
い
よ
う
に
、
75

歳
以
上
は
役
に
つ
か
な

い
こ
と
に
了
解
を
得
た

り
、
町
会
員
の
減
少
を

食
い
止
め
る
対
策
に
、
建

売
が
建
つ
と
ア
プ
ロ
ー

チ
、
子
ど
も
が
い
る
若

い
方
は
き
ち
っ

と
話
を

す
れ
ば
解
っ

て
く
れ
ま

す
よ」
と
。

毎
月
、
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
や
資
源
回
収
。
老

人
会「

新
峯
寿
会」

の
立

上
げ
自
ら
会
長
に
、
盆

踊
り
の
櫓
は
今
年
か
ら

プ
ロ
に
委
託
、
高
齢
者

宅
の
買
い
物
応
援
な
ど
。

座
右
の
銘
は「

根
性」

。

新
堀
町
会
長
に
大
場
　
茂
樹
さ
ん

新
堀
町
会
は
、
大
熊
恒
久

さ
ん
の
後
任
に
、
防
犯
部
員

や
、
副
町
会
長
、
監
事
を
歴

任
さ
れ
た
、
大
場
茂
樹
さ
ん

（

70）

が
就
任
さ
れ
た
。

抱
負
は「

心
豊
か
に
、
人

に
優
し
い
協
調
性
を
も
っ

た

地
域
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

大
熊
前
町
会
長
か
ら
託
さ
れ

た
テ
ー
マ
で
あ
る
、『

防
災

意
識
の
向
上』

を
今
年
度
の

第
１
目
標
に
掲
げ
、
汗
を
か

き
な
が
ら
挑
ん
で
い
き
た
い

で
す
ね
。
防
災
な
ど
の
協
力

者
を
募
っ
て
い
き
ま
す」

と
。　
　

座
右
の
銘
は「

和
を
以
て

尊
し
と
な
す」

。

出
身
は
北
海
道
北
見
市
、

20
歳
で
上
京
し
プ
ロ
グ
ラ
マ

ー
や
営
業
、
そ
し
て
峯
の
建

材
店
で
25
年
そ
し
て
、
現
在

の
オ
オ
バ
建
材
社
を
立
ち
上

げ
22
年
、
息
子
さ
ん
と
励
ん

で
い
る
。
お
酒
は
ビ
ー
ル
１

本
。
テ
レ
ビ
は
サ
ス
ペ
ン
ス

も
の
。
趣
味
は
ゴ
ル
フ
、
カ

ラ
オ
ケ
、
好
き
な
歌
は「

霧

大
東
町
会
長
に
長
谷
部
　
秋
仁
さ
ん

の
摩
周
湖」

。

「

長
男
に
孫
２
人
で
、
次

男
も
間
も
な
く
孫
誕
生」

と

微
笑
む
。
　
新
堀
在
住
。

大
東
町
会
長
は
、
１

期
２
年
務
め
た
渡
辺
秀

人
さ
ん
の
後
任
に
、
長

谷
部
秋
仁
さ
ん（

73）

が

就
任
さ
れ
た
。

町
会
と
の
関
り
は
、
昭

和
47
年
現
在
地
に
居
を

構
え
た
時
か
ら
、
体
育

部
に
籍
を
お
い
た
り
、
副

町
会
長
兼
総
務
部
長
と

し
て
通
算
15
年
務
め
ら

れ
、
こ
の
度
町
会
長
に

着
任
さ
れ
た
。

抱
負
は
、「

出
来
る
こ

と
を
精
一
杯
や
り
ま
す
。

２
３
０
世
帯
の
町
会
、
盆

踊
り
・
運
動
会
・
餅
つ

き
等
が
年
間
行
事
で
す

が
今
年
は
コ
ロ
ナ
で
ど

こ
ま
で
で
き
る
の
か
残

念
で
す
。
早
い
終
息
を

願
い
た
い
で
す
ね」

と
。　

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス

市
出
身
、
高
校
卒
業
後

上
京
し
て
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
を
64
歳
ま
で
。
会
社

員
の
折
か
ら「

上
村
直

己
冒
険
館」

に
所
属
し

友
の
会
の
会
長
も
６
年

間
務
め
た
登
山
者
。

「

山
登
り
の
魅
力
は
、

達
成
感
を
味
わ
う
事
で

す」

と
。

座
右
の
銘
は「

継
続

は
力
な
り」

。「

タ
バ
コ
は

吸
す
い
ま
せ
ん
。
お
酒

は
大
好
き
で
す
。
カ
ラ

オ
ケ
は
少
々
。」

テ
レ
ビ
は
ニ
ュ

ー
ス

や
ス
ポ
ー
ツ
番
組
。
趣

味
は
ゴ
ル
フ
と
山
登
り
。

家
族
は
、
冨
美
子
夫

人
と
長
女
夫
婦
と
孫
２

人
の
２
世
帯
で
、
次
女

は
独
立
。
大
竹
在
住
。

お
酒
は
ウ
イ
ス
キ
ー
、
カ

ラ
オ
ケ
は
演
歌
な
ら
何

で
も
。
趣
味
は
ゴ
ル
フ
。

家
族
は
幸
子
婦
人
と

息
子
２
人
。

峯
在
住
。
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２
０
１
５
年
ノ
ー
ベ
ル

賞
を
受
賞
し
た
大
村
智
教

授
が（

北
里
大
学
特
別
栄

誉
教
授）

開
発
し
た
抗
寄

生
虫
薬「

イ
ベ
ル
メ
ク
チ

ン」

が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
効
果

が
あ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

４
月
３
日
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
モ
ナ
シ
ュ

大
学
の

研
究
で
す
。
内
容
は
、
実

験
室
で
行
っ

た
も
の
で
す

が
、「

48
時
間
で
ウ
イ
ル
ス

R
N
A
を
５
千
倍
減
少」

と

あ
り
ま
す
。
他
に
も
、
４

月
19
日
３
大
陸
の
１
６
９

病
院
の
デ
ー
タ
ー
を
傾
向

ス
コ
ア
と
い
う
手
法
で
分

析
し
た
研
究
で
淫
行
呼
吸

器
装
着
し
て
い
る
患
者
さ

ん
だ
と
、
イ
ベ
ル
メ
ク
チ

ン
投
与
の
死
亡
率
は
低
か

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
ユ
タ
大
学
の
報

告
で
は
、
投
与
し
な
い
患

者
の
方
と
比
べ
る
と
６
分

の
１
に
死
亡
率
が
低
下
し

た
と
デ
ー
タ
ー
が
出
て
い

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（272）

ま
す
。
し
か
も
、
１
回
の
投
与

で
効
果
が
あ
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
流
れ
を
受
け

て
西
村
康
稔
大
臣
は
、
大

村
智
教
授
ら
と
意
見
交
換

し
、
開
発
の
後
押
し
す
る

考
え
を
伝
え
た
と
の

こ
と
で
す
。

５
月
６
日
北
里
大

学
側
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
治
療
薬

と
し
て
承
認
を
目
指
す
治

験
を
実
施
す
る
と
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

保
険
薬
剤
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
　
久
仁
夫
　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

７
日
に
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
た
ま
ま

で
す
。 あ

と
が
き

会
社
の
場
合

事
務
所
の
入
り
口
に
消
毒

液
を
設
置
す
る
。
ア
ル
コ
ー

ル
で
も
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
で
も
大
丈
夫
で
す
。

①
ド
ア
を
開
け
入
室
し
、
手
　
　
　

を
消
毒
す
る
。

②
ド
ア
ノ
ブ
の
内
と
外
を
手
　

に
薬
剤
を
付
け
て
消
毒
。

※
コ
ロ
ナ
は
手
に
触
れ
て

も
、
そ
れ
だ
け
で
は
感
染
し

ま
せ
ん
。
顔
を
触
れ
て
し
ま

う
か
ら
感
染
し
ま
す
。
絶
対

顔
に
触
れ
な
い
で
下
さ
い
。

③
ト
イ
レ
に
行
く
場
合
、
ア
　

ル
コ
ー
ル
で
手
を
消
毒
し
　

て
ド
ア
を
開
け
る
。

④
事
務
所
に
帰
っ
て
き
た
ら
　

手
を
消
毒
。

⑤
ド
ア
ノ
ブ
の
内
と
外
を
、
　

手
に
薬
剤
を
付
け
て
消
毒
　

す
る
。

⑥
事
務
所
を
出
た
場
合
、
絶
　

対
に
顔
を
触
ら
な
い
。

⑦
入
っ
た
ら
消
毒
、
出
る
前
　

に
消
毒
。

⑧
食
事
は
背
中
合
わ
せ
で
食
　

べ
る
か
２
ｍ
開
け
る
。

⑨
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い
場

合
は
談
笑
し
な
い
。

⑩
ト
イ
レ
の
前
、
休
憩
室
の

前
、
喫
煙
室
の
前
な
ど
触

れ
る
可
能
性
の
あ
る
場
所

に
薬
剤
を
設
置
す
る
。

一
般
家
庭
の
場
合

①
玄
関
に
消
毒
液
を
設
置
。

②
入
室
し
た
ら
手
を
消
毒

③
ド
ア
を
開
け
入
室
し
、
手

を
消
毒
す
る
。

ド
ア
ノ
ブ

10
歳
の
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
さ
ん

コ
ロ
ナ
対
策

「

歌
う
こ
と
音
楽
が
大

好
き
な
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ

Ａ
で
す
。
曲
を
作
っ

て

Ｃ
Ｄ
に
し
た
り
、
ラ
イ

ブ
を
し
て
い
ま
す
。
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。」

と
話
す
の
は
、

東
本
郷
在
住
の
北
川
進

さ
ん
・
律
子
さ
ん
の
長

女
小
学
５
年
生
10
歳
の

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ

さ
ん
。

４
歳
の
時
、
趣
味
で

バ
ン
ド
・
音
楽
制
作
を

す
る
進
さ
ん
の
ギ
タ
ー

コ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
、
即

興
で
歌
っ

た
の
を
き
っ

か
け
に
、
自
作
の
曲
を

作
る
よ
う
に
な
っ
た
。

５
歳
で
初
ラ
イ
ブ
。
６

歳
で
島
村
楽
器
主
催
コ

ン
テ
ス
ト「

第
２
回
ア

コ
パ
ラ」

で
、
北
関
東
・

埼
玉
地
区
大
会
で「

ベ

ス
ト
プ
レ
イ
賞」

を
受

賞
。
８
歳
で
ニ
ッ

ポ
ン

放
送「

あ
な
た
と
ハ
ッ

ピ
ー
自
主
制
作
Ｃ
Ｄ
紹

介
コ
ー
ナ
ー」

で
紹
介

さ
れ
、
曲
が
オ
ン
エ
ア

さ
れ
る
。

昨
年
は
川
口「
桜
ま

つ
り」

に
初
出
演
、
新
郷

工
業
団
地
協
同
組
合
主

催
の「

ば
ん
ば
ん
祭」

に

ゲ
ス
ト
出
演
。（

写
真）

。

Ｆ
Ｍ
川
口
、
工
藤
慎
太

郎
さ
ん
の
番
組
に
ゲ
ス

ト
出
演
な
ど
。

「

楽
器
は
ギ
タ
ー
と
ピ

ア
ノ
を
し
て
い
ま
す
。
歌

詞
は
、
じ
わ
り
じ
わ
り

湧
い
て
曲
も
生
ま
れ
て

歌
の
舞
台
を
広
げ
て
い

き
ま
す
。
将
来
の
夢
は

女
優
と
歌
手
で
す」

と
。

５
歳
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

ア
ル
バ
ム
５
曲
入
り
Ｃ

Ｄ
の
発
売
を
皮
切
り
に
、

毎
年
１
枚
ず
つ
増
や
し

発
売
を
し
て
い
る
。
今

年
３
月
に
は
５
枚
目
の

最
新
ア
ル
バ
ム「

笑
顔

が
あ
れ
ば」

を
発
売
中
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「

よ

つ
ば
よ」

で
検
索
。

の
内
と
外
を
手
に
薬
剤
を

付
け
て
消
毒
す
る
。

※
コ
ロ
ナ
は
手
に
触
れ
て
し

ま
っ

て
も
そ
れ
だ
け
で
は
感

染
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
か
ら
顔

を
触
れ
て
し
ま
う
か
ら
感
染

し
ま
す
。
絶
対
に
顔
を
触
ら

な
い
で
下
さ
い
。

消
毒
す
れ
ば
安
全
で
す
。

④
外
出
時
は
内
外
の
ド
ア
ノ

ブ
を
消
毒
す
る
。

※
コ
ロ
ナ
は
手
に
ウ
ィ

ル
ス

が
付
い
て
も
顔
を
触
ら
な
け

れ
ば
感
染
し
ま
せ
ん

。
絶
対
に
顔
を
触
ら
な
い
で

下
さ
い
。

マ
ス
ク
を
全
員
し
て
い
れ

ば
飛
沫
感
染
、
濃
厚
接
触
者

に
も
な
り
ま
せ
ん
。

敵
を
知
れ
ば
怖
く
あ
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。
ベ
ー
ト
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
ジ

ャ
パ
ン
社
長

矢
代
　
秀
明

近
年
、
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
は
日
本
国
内
で
も

大
き
く
普
及
し
て
い
る
。

手
軽
に
操
縦
で
き
る
ド

ロ
ー
ン
は
個
人
で
の
利

用
も
多
い
が
ビ
ジ
ネ
ス

で
の
利
用
も
活
発
化
し

て
い
る
。

ド
ロ
ー
ン
に
は
遠
隔

操
作
に
て
目
的
地
ま
で

飛
行
し
、
高
精
度
な
映

像
が
撮
影
で
き
る
性
能

が
あ
る
。

現
在
、
そ
の
利
便
性

か
ら
驚
く
べ
き
速
さ
で

空
撮
や
測
量
、
農
薬
散

布
、
調
査
等
さ
ま
ざ
ま

な
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
ド
ロ

ー
ン
活
用
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
今
年
の
ド
ロ

ー
ン
事
業
は
主
幹
事
業

に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
社

会
貢
献
に
も
目
を
向
け

活
躍
の
幅
を
広
げ
て
い

る
。セ

ラ
フ
榎
本
は
本
社

が
あ
る
川
口
市
と
令
和

２
年
４
月
10
日
に
ド
ロ

ー
ン
を
活
用
し
た
災
害

支
援
の
協
定
を
結
ん
だ
。

内
容
は「

無
人
飛
行

機
を
活
用
し
た
災
害
時

に
お
け
る
建
物
の
被
害

調
査
や
、
ペ
ッ

ト
捜
索

の
補
助
に
関
す
る
協
定」

目
的
は
、
災
害
時
に

（

大
地
震
、
風
水
害
、
そ

の
他
の
災
害
発
生
ま
た

は
発
生
の
恐
れ
が
あ
る

場
合）
目
視
で
の
現
場

確
認
が
困
難
な
場
合
等

に
お
い
て
、
ド
ロ
ー
ン

空
撮
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
で
災
害
の
拡
大
防

止
及
び
被
害
の
早
期
復

旧
並
び
に
災
害
の
未
然

防
止
に
資
す
る
こ
と
で

あ
る
。

こ
の
記
事
・
写
真
は

本
誌
に
広
告
を
頂
い
て

い
る
ç
セ
ラ
フ
榎
本
様

か
ら
提
供
頂
き
ま
し
た
è

セ
ラ
フ
榎
本

川
口
市
と
災
害
協
定
締
結

川
口
市
峯
の
宝
亀
園

裏
の
、
貝
塚
落
と
し
沿

い
の
整
備
が
完
了
し
ま

し
た
。

経
緯
を
飯
塚
孝
行
市

議
に
聞
き
ま
し
た
。

「

地
域
の
皆
さ
ん
よ

り
峯
地
区
の
貝
塚
落
と

し
沿
い
の
段
差
と
雑
木

等
が
市
民
生
活
に
不
便

さ
を
感
じ
る
と
の
要
望

を
い
た
だ
き
、
当
時
の

峯
町
会
の
山
田
𣳾
一
町

会
長
と
も
相
談
し
な
が

ら
、
市
役
所
担
当
部
局

と
連
携
を
は
か
り
整
備

の
実
現
に
い
た
り
ま
し

た
。
整
備
後
は
、
段
差

が
な
く
な
り
夜
間
で
も

安
心
し
て
通
行
出
来
ま

す
と
の
声
も
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。」

と
。

段
差
と
雑
木
等

整
備

現場に立つ飯塚さんと小野寺孝行さん

皆
さ
ん
我
慢
の
生
活

を
強
い
ら
れ
て
大
変
な

日
々
を
送
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ

う
が
、
コ

ロ
ナ
感
染
に
負
け
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

体
調
を
整
え
、
適
度
の

運
動
と
睡
眠
を
と
り
元

気
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
も
ま
だ

続
い
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
学
校
長
、

公
民
館
長
、
消
防
分
署

長
、
町
会
長
、
快
く
取

材
に
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
で
高
齢

者
に
は
理
解
で
き
な
い

カ
タ
カ
ナ
語
が
氾
濫
し

て
い
ま
す
。

オ

ー

バ

ー

シ
ュ

ー

ト＝

爆
発
的
な
患
者
増

加
。
ク
ラ
ス
タ
ー＝

感

染
者
集
団
。
ロ
ッ

ク
ダ

ウ
ン＝

都
市
封
鎖
。
パ

ン
デ
ミ
ッ

ク＝

世
界
的

大

流

行

。

フ

ー

ド

レ

ス＝

賞
味
期
限
切
れ
商

品
等
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
の
様
な
言
葉
が
使
わ

れ
な
く
な
る
事
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

来
月
号
は
６
月
17
日

（

水）

発
行
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
つ
い
て
ç「

ベ

イ
ト
é
タ
ル
サ
é
ビ
ス

ジ
ャ

パ
ン」

の
矢
代
秀

明
社
長
に
感
染
防
止
の

行
動
を
伺
い
ま
し
た
è


